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令和４年度 
宮城蔵王観光株式会社 安全報告書 

 
１． 利用者の皆様へ 
      当社の索道事業に対して、日頃のご利用とご理解を賜り誠に有難うございます。当社は、

経営理念の第一に安全の確保を掲げ、法令の遵守とともに安全輸送に努めています。 
      本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取組みや安全の実態につい 
    て、自ら振りかえるとともに広くご理解いただくために公表するものです。皆様からの声 
    を輸送の安全に役立てたく、ご意見を頂戴できれば幸いです。 
 
                                                宮城蔵王観光株式会社 

みやぎ蔵王えぼしリゾート 
                                                代表取締役   門脇 次男 
２． 基本方針と安全目標 

（１）基本方針 
当社は「安全基本方針」を以下のように定め、社長以下職員に周知徹底しております。 
ア、 一致団結して輸送の安全の確保に努めます。 
イ、 輸送の安全に関する法令及び関連する規程類を遵守し、厳正、忠実に職務を遂行し

ます。 
ウ、 職務の実施に当り、推測せず確認の励行に努め、疑義のあるときは最も安全と思わ

れる取扱をします。 
エ、 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適切

な処置を取ります。 
（２）安全目標 

索道輸送安全目標は「運転事故 0 の継続」でした。結果、索道運転事故は発生しませ

んでした。引き続き目標達成に向けて取組む所存です。 
３． 事故等の発生状況とその再発防止措置 

（１）索道運転事故（索道人身事故） 
本年度事故等発生なし。今後とも事故防止に努めてまいります。 

（２）災害 
令和４年度、災害等による運行停止は有りませんでしたが、強風による運行停止が発

生し、ご利用の皆様にはご迷惑をお掛け致しました。 
（３）インシデント（事故の兆候） 

令和４年度、国土交通省へのインシデント報告は有りません。 
（４）行政指導等 

令和４年度、行政指導は受けておりません。 
４． 輸送の安全確保のための取組み 

（１）人材教育 
①輸送の安全確保のためシーズン営業開始前に安全教育を実施しました。 
②応急手当講習でＡＥＤの取扱いについて実施しました。 

（２）緊急時対応訓練ゴンドラリフトからの救助訓練を消防署と合同で実施しました。  
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(3) 安全のための投資と支出 
安全の維持・向上のため施設の点検整備を定期に実施しています。主な整備内容は以下

のとおりです。 
① 握索機分解点検(ゴンドラリフト) 
② 索受装置整備(索輪交換、ブッシュ交換) 

 
５． 当社の安全管理体制 

  社長をトップとする安全管理組織を構築し、各責任者の責務を明確にしています。 

                              索道安全管理体制図 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
６． 利用者の皆様へお願い 

（１）リフト乗車時の注意事項 
①リフト利用に不安な方は申し出て下さい。 
②「乗り場」の表示位置でスキー・ボードを正しく前に向けて待機して下さい。 
③リュック等は膝にのせ、衣服等のヒモにも注意して下さい。

④ボーダーは流れ止めをつけ、ハイバックをたたんでください。 
⑤乗車中は深くこしかけ、椅子をゆらしたり、飛び降りたりしないで下さい。 
 

７． ご連絡先 
安全報告書へのご感想、当社の安全への取組みに対するご意見をお寄せ下さい。 
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 宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉倉石岳国有林 
   宮城蔵王観光株式会社   

       TEL：０２２４－３４－４００１  FAX：０２２４－３４－３１１２ 

  
    社      長   ：  輸送の安全確保に関する最終的な責任を負う 
 

索道技術管理者 ： 安全統括管理者の指揮の下、索道の運行管理、索道施設の保守

管理その他の技術上の事項に関する業務を統括する。 

索道技術管理員 ： 索道技術管理者の職務を補佐する。 

 
運 転 係 

 
乗 客 係 

 
改 札 係 

 
監 視 係 
 

 
安全統括管理者 ： 輸送の安全確保に関する業務を統括する。 


